
凩
秒
鰤
隕
鮭
秒鑢
滲

鷺脩は文

珀

″欺

峰

饉
拳

ズヽ
ン
５
く

綽
竿

・呻
武

Ａ
れ
で
釉
げ
た

ｆ
ｉ

會Ｒ

犠ヽ

一蘊
一卜

鮭
藤

Ｔ
入

つ
て

柔ゝ
曹

鞭壽一
人

竿

お
ｔ

ゃ
べ
り

お
ぼ
隋
な

ゃ
ん

な
り
竿
寂

た
く
な

い
サ

い
や
。

饒
む
馘
兌

難
が
Ｒ
く
か

もヽ

大
輔

飾
診
然
な
つ
菫

轟

ぽ
暮

墨え
た

が
ん
ば

修ヽ
ず

鍾

鑓
藤

だ

い
く

の
が

い
い
わ

み
ん
な

竿
一簑
、
い
釉

っ
た

ふ
一下

が
り

≫

柴

圏
卜

塁
一
九

一
一
年
　
栃
本
市
生
ま
れ

九
十
二
歳
か
ら
詩
作
を
始
め
る
　
百

一
歳
没

詩
集

「く
じ
け
な
掛
で
』

「百
歳
』

′会 :1ケ 1島 虚人へ わたらせ晨容裁4(わ っt-2;)

.確輩讐粋Ⅲl

■纏護聯甦1彗轟  |||          |■|     |■||
|‐‐
‐
手華:‐彙|1彙|1暮11」1幸|:|:::|1圭 |||.:11畿 11轟 :111も 1壺彗|ま|||ま111基|1轟

‐
4111三
‐
111111111111壺111:11

瘍鰈鰈餞蜻鰈麒
II
■社1奮市1社|■人|



d/
」

"

不プWi兆弥
翠
融
｀
]W

凛嵐婢菖鷹蘊電議√ 機腱.塁難.滅g.轟  ヽ ヽ

鱚置_鸞下

令和 5年 6月 に栃木いのちの電話運営委員

長に就任して以来、 「聴く」ことの大切さ、

難しさを改めて意識することになりました。

振り返りますと、若き日の学生時代から、

就職して今も続くサラリーマン人生の過程で、

自分の中で 「間く」から「聴く」に意識して

いった時期がありました。もともと「間く」

だけであった私は、学生のころの先生の話は

っヽた感じで、社

聴 く

栃木いのちの電話

運営委員長

夏 葉

自分の考えを押し付けたり、否定的な話をし

てしまうこともありました。自分に欠けてい

たものは、相手に「

を「理解」すること

手の話を遮って話し

が、 1ヽ亜力、悩みや困

とと、相手

も途中で相

があります

っくり聴き、

相手の気持ちを理解する努力をしたことを覚

えています。また、聴くことの大切さは、相

手を理解しようとする気持ちが相手に伝わり、

相手から本当に話したいことをキャッチする

ことだと思いました。加えて話す トーン、速

さ、表情等も工夫しました。

また、ビジネスにおいてもこちらからの提

案やセールスが多く、取引先のニーズや相談

事を親身に引き出す努力が足りないと感じた

時期がありました。こちらからの一方的なお

願いだけのセールスではお客様には受け入

れていただけないことを病感しました。当た

り前ですが。ビジネスにおいても相手に寄り

添って話を聴くことが大切だと思い、努力し

ました。

これまで述べてきましたことは、自分自身

の心の状態にも左右 感じも受けま

である時とそ

と思います。

には、自分自

す。心にゆとりが

うでない時は応

人に寄 り添って話

身の心が安定した状態で、余裕があることも

大切だと思います。この任務についている立

場から今後、「聴く」大切さをさらに意識し

持ち続けていきたいと考えます。

さ
の
切
と
大
い」

tザ ス レ 鑢 《

一方的に耳に入

会人になると自

方的に聞く、指

らも御用聞きの

じでした。

ってく

司の話を一

、取引先か

といった感

ところが、ある時点から「聞く」では上司、

部下との社内的にも取引先にも通用しないと

感じたのでした。そこで、いわゆる「聞く」

から「聴く」に変わる必要性を感じたので

す。部下から相談を受けると、即答えを出さ

なきゃと、じっくり相手から話を聴くよりも、

自分の考えを前面に出し、時には相手に対し、
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憮鬱炸鰺鼈醸鱚鬱薇鰺2023年 電話相談受信状況 警饉鍮粽機N畿 隕鬱襦
総件数 21,527件   (宇都窪ヨ

117,155件 ・足不|」分室4,372イ牛)

9年間の年次推移

・自殺傾向 2,828件

賽鬱鶉畿祠艤颯機蠅鵞2023年 インターネット相談 鬱陪警黎艤餞磯鶉醸鑽
栃木いのちの電話は2017年 4月からインターネット相談に参加しています。

・ 1月～12月 の「いのちの電話」インターネット相談総数979件の内、栃木センターは
102件でした。
・インターネット相談は現在19名が担当しています。

受信件数  菫自殺傾向

25′ 259      25′ 107       26′
107      24′

933
23,911

..'.19r ., d l:q1 
"1.5 

,l

3,104
=,390

3,393
2,327 3′ 002 2,328

2015年    2016年    2017年    2018年    2019年    2020年    2021年     2022年    2023年

・率を・栃木センター  ‐Ⅲ■‐■6センターの相談返信総数
蜘
　
　
　
枷
　
　
　
”

1月    2月    3月    4月    5月    6月    7月    8月    9月   ¬0月   11月    12月
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諫蘊 硫 颯 薇 醸 自 死 遺 族 支 援 事 業 鬱辣薇 絋 顆 晰
栃木いのちの電話では2008年 4月から「わかちあいの会『こもれび』」を実施しており
ます。 (毎月第 1・ 第3土曜日の月2回開催)

◆ 16年間の参加者状況 ・

2023年こもれび参加者人数

83

♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂ピ♂♂
*2020年コロナネ1局のためフ回中止になりました。
*2021年コロナ禍のため 3回中止になりました。

107

87
~721 ・    ~ ・  ・ ‐  ・・

●
，
　

　

Ｆ 48

36 37.  .38
46

39
46

3.350
=′

,ま 7 2,633

79



いのちの電話とボランティア

～あなたの人生を支える「いのちの電話」運動～

2024年 4月 13日 11)、
「栃木いのちの電話」40期生電話相談員養成講座開講式

が行われました。今年度は22名が 1年半にわたる養成講座に参加します。式後には、 [」 本いの

ちの電話連盟FD講師で茨城いのちの電話の永原伸彦先生をお招きし、「いのちの電話とボラン

ティア～あなたの人生を支える『いのちの電話』運動～」と題して、第 ^回 日の講義が行われ

ました。

永原先生のこの講話は、いのちの電話の基本 r」りな理念をわか りやすく学ぶことができるの

で、2013年 の第29期 生の開講式から毎年永原先生にお願いしています。

「いのちの電話」の基本理念を「いのちの電話精神」といい、その中心にあるのが「ビフレ

ンディング (Be Friending)」 と呼ばれているものです。    ■~■
ビフレンディングとは、サマリタンズ (英国いのちの電‐話>から・生まれた考え方で、「優越的
でない友」と訳されます。サマリタンズの実質的創始者であ・るチャド・|がラーは、「死を思うほ

ど追い詰められている人たち」は、肩書きや知識のある人ではなく、.ぞ1ぎに
・
いてくれる人を求

めており、上から目線ではなく、受容的で共感的理解の|ある.フ|"ヽな関係を求めていること
を発見しました。                  ●|..,,「 |

ビフレンディングでは、その「応答」の在り方も重要です。
・
T答え

:撼

■(a.義 wer)」 と「応え

る (response)」 は、音は一緒ですが、「答える」は、考えて正し|いごとをわかりやすく伝える

ことで、正しさや迅速性が優先されます。一方、「応える」は、受容し共1感しながらフラットな

相互交流を目指すもので、相手の話の内容も聴き、気持ちをキャッチングしようとするもので

いのちの,電話ではJ解答力」ではなく「応答力」が必要でν豊かな応答が豊かな相互交流性
を生み出しま

'す
。1応答は難しいことではありません。たとえ自分と反対のことを言う人がい

たとしてゃ、

`‐

の
1人
121孤.独やうめき、悲しみ、認められたい、といった純粋な気持ちに触れ

ると、魅力を懸|じ .ると'とが出来、応えてい
くことが山

・
集接す。一私たちも不完全で悩み

を抱えながら1生きている。だからいいので

す。そうじ準ないと通じないのです。そし
て、豊かな応答力を身につけることは、生
き方の転換点になることがあるのです。
最後に、先生から受講者の皆さんへ「優

秀な相談員になるだけでなく、共に生きる

仲間とともに、もう一度自分を見つめ直し

てください」と優しくエールを送られまし

た。

ヽ 橋本いのちの電話  ■|し の`ちの電話「インターネット相談」
‐‐   「電話相談」 ｀… https://www.inOch綸 Ooenwa_et」 p/
資,028-643-7830

(365日・24時間)

驚:,0284… 44-0783
(15:00～ 21100)

二‐自死遭族支援わかちあいの会「こもれび」

毎月第 1・ 第3土曜日の月2回開催してしヽます。
(都合により変更する月もございます。)*参加費 1回 200爵
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度 赤い羽根ピ1鏃うえ為ゾ濾ジ轟ざ卜助
～応援したい取り組みを、あなたが選べる赤しヽ羽根募金～

「応援したい取り組みを選べる赤い羽根共同募金」の募金活動を、2024年 1月 1日から3月 31日 まで

行い、多くの方にご支援いただきました。心よりおネしを申し上げ汝す。今後の相談に役立つよう、

相談員の研修にあてレベルアップを図りたいと思しヽます。また、2024年度もおうえんプロジェクト

に参加しますので、よろしくお願い致し訣す。

個  人 大橋

大橋

岡田

岡オす

岡本

4ヽ倉

片岡

金田

神山

亀井

香山

川口

菊池

菊地

工藤

工藤

桑藤

小泉

國分

小林

小林

小牧

齋藤

昭吾

房子

由夫

芳江

保子

弘江

郁美

紀子

進

仁

真

浩史

勇己

伸朗

宣江

幸子

博

久子

恭子

俊夫

明広

典子

竹石

武井

丹生

都築

角田

華代子

久男

晴美

照子

二郎

みよ子

淳子

千代子

英昭

洋子

清美

寺崎

鳥羽

富永

戸村

中村

新島

根岸

野口

野城

野中

長谷

原田

平石

廣川

洋太郎

昌子

京子

章治

邦佳

栄子

典子

直美

君子

勝之

範子

和泉

多恵子

和代

佐藤 厚子
設楽 敏恵
芝沼 敦子

福田 満
細川 頼子
堀江 美保子
益子 トミエ
三田 康弘
皆川 昌子
本橋 亮信
森澤 康子
八本 紀江
八下田 哲男
柳田 里子
吉岡 徳子
若山 曲美子
匿名 他 5名

相田 操子
青木 静子
青木 由希子
青柳 保夫
秋草 憲之
阿畜lK かつ子

荒井 良忠
池田 秀昭
伊澤 文子
石黒 隆夫
石塚 洋史
井上 美枝
上野 典子
上原 かおる
宇賀神 悦子
内田 佳子
衛藤 進吉
大石 千世子

子一ζ■´

谷

妻

庄

沼

橋

口

渋

下

新

菅

高

田

足利赤十字病院

足利興業 (株 )

菊地歯車 (株 )

(医)ヨ ゼフ会

(敬称略・順不同)

19年前、 の記念樹としてマンサクを植えた。

法  人

子合
　
　
子

子

百

隆

政

和

泉

出

澤

塚

大

大

大

大

′_  _ 」ト
1巧|ム つ し

ひ。ぃな   『記3椰』

-5-
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簿

社

資金ボランティアの会員の皆様

平 ご支援ありがとう ざいま
ン
｀`

し
■

2023年 10月～
いのちの電話の活動は、心の危機への援助をするボランティアの善意で成り立っています。日本いのちの

電話連盟のもと、「栃木いのちの電話」は、相談活動を続けています。相談員養成講座。相談員の継続研修・

各種研修会・広報活動・センターの管理運営と維持等に、年間の経費がおよそ 1,300万円かかります。相談

活動は無償で行っていますが、これらの資金は必須です。財政基盤は、ひとりでも多くの方に資金ボランティ

アとして、ぜひとも御協力頂きたくお願い申し上げます。

個 人

青柳 保夫

伊沢 紀子

石田 利恵子

糸井 克
伊藤 美智雄

稲本 紀子
岩松 みち子
宇賀神 悦子
大島 幸久

大橋 房子
岡崎 秀夫
小野田 倫子
笠井 律子
葛西 広行
橿渕 孝子
川野辺 強

献  品

安達 里恵子
阿部 かつ子
荒井 良忠
池之内 光子
生沼 香
大嶋 千枝子
岡本 日出子
岡村 由夫
柏瀬 美奈子
金敷 ミヨ子
川口  真弓
菊田 芳子
久保田 多香子
桑籐 幸子
小坂 博子

直井 康
永島 タケ
西脇 会利
野村 友子
橋壁 文代
塙 恵子
人見 幸子

法  人
菊田 芳子
本村 寿江
小出 かおる
郷間 和子
斎木 みや子

齋藤 正之
佐野 真弓
柴田 恵子
島野 賢一
高橋 映子
高橋 葉子
竹内 知子
田島 紀明
立野 ヨネ子
タナカ ユリカ
角田 清美
手塚 久美子

齋藤

齊藤

佐藤

鈴木

武井

都築

手塚

′鳥羽

根岸

野城

萩原

橋本

長谷

久森

度川

益子

典子

昌江

厚子

羊子

千代子

洋子

久美子

昌子

典子

君子

忠廣

晴美

範子

君江

田

子

添

井

福

益

溝

室

森田 直子
山内 和子
山川 浩市
若林 昭朝
4ヽ・ O

益子

溝添

二田

宮崎

本橋

山口

匿名

匿名

仁

まり子

直哉

敏男

子

直哉

康弘

朝子

亮信

朱美

(K・ K)

(Y・ 0)

足利いのちの電話後援会

あしぎんYOU― I運動推進事務局
(有)いわかみ動物病院  ・岩上一紘
宇都宮市まちづくり活動応援事業

宇都宮東ロータリークラブ

カトリック松が峰教会

北関東綜合警備保障 (株 )

日本基督教団 四条町教会

(宗)生福寺 塚田敏雅
栃木経済交友会 会長 青木勲
栃木県医師会

栃木県関係職員有志

(一社)栃木県銀行協会
栃木県市長会

栃木県商正三団体協議会

栃木県町村会

栃木県民共済生活協同組合

FVジャバン (株 )
財務委員会売上収益金

公開講座募金箱

一
　
，

(敬称略・順不同)代

二

和

浩

-6-
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錮 足利いのちの電話後援会 後期

1 報告
1月 17日

。3月 13日

・ 3月 15日

(2023年 10月 1日～2024年 3月 31日 )

栃木いのちの電話広報紙

再納入願い書など送付

第2回役員会

第2回後援金贈呈

2 計画
・ 4月 17日

・ 4月 24日

・ 7月 上旬

後援会会計監査

総会

後援会費納入願い書送付

3 後 援 会 費   (2023年 10月 1日 ～2024年 3月 31日 )
・個   人 :石黒 隆夫  石橋 孝雄  近藤 明哲

・法人・団体 :(医)恵愛会青木病院  足利市仏教会
東ゴム (株)      (株 )中村建設

多オな―ど菫ダ:あ夕がと
'ご
ざいま九

表1編の絵|の作者 〃ノ磨直スさんの紹介

沼尻 了憲

(敬称略・順不同)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〓・・襲
輻
・｛
〓

．

―

一

川島直人さん (31)は足利市出身で、生まれ育つた街の風景や自

然などの温かみのある絵を描 くアマチユア画家です。発達障害と軽

度の知的障害がある川島さんは、特別支援学級に在籍していた中学

2年の時から水彩画を習い始め、今は、会社員として働きながら繊

細でカラフルな水彩絵を描いています。

運圏10570-783-556
全国どこからでもつながります。

8ホい命ちの電糠逮盟

ヽ

カ
あなたが辛いとき、

近くにいます。

自禁予庸

禽潔予防

いのち仰電 :話

-7-
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事 務 局 日 誌
(2023年 10月 ～2021年 3月 )

10月 5日 囚 県北サテライ ト打合せ
10月 15日 (日)お うえんプロジェクトによる一日研修会

実施 (他 10/22・ 11/19)

10月 17日関 小山市 :研修会講師派遣
10月 26日 囚～ 28日 田 いのちの電話相談員全国研修会

ふくしま大会参加

10月 31日 関 鹿沼市 :ゲートキーパー研修会
講師派遣 (他 11/14am・ pm l′ 18)

11月 1日 困 難病ビアサポー ト研修会講師派遣
11月 5日 (日)連盟 :理事会 (東京)
11月 7日ω 宇都宮東ロータリークラブ卓話
11月 12日 (日)認定会議
11月 15日困 栃木県自殺対策連絡協議会
11月 21日 関 日光市 :ゲー トキーパー研修会

講師派遣 (他 2≠27)

11月 30日 因～ 12月 1日 0 連盟 :事務局長・事務局員
研修会 (東京 2名参加)

12月 3日 (日)公開講座 (増茂尚志先生)
12月 20日 因～ 11日 因 連盟 :研修委員会宿泊研修

(東京)2名参加
1月 11日的 とちぎ福祉プラザ運営会議
1月 18日的 小山市自殺対策協議会
1月 19日 (a 大田原市 :ゲー トキーパー研修会

講師派遣
1月 21日 (日)連盟 :理事会 (WEB)
1月 25日 m とちぎ福祉プラザ消防訓練
2月 10日 0 自死遺族支援研修会 (WEB)6名参加
2月 15日悧 NHK取 材
2月 21日 因 栃木県自殺対策策定部会
2月 24日 0 38期生認定式・歓迎会・回数表彰式
2月 28日 因 関東甲信越ブロック会議 (WEB)長野担当
3月 12日関 栃木県自殺対策連絡協議会
3月 19日関 2023年 度第 3回理事会開催
3月 22日 ● 被害者支援センターとちぎ理事会
3月 27日 因 連盟 :財務に関する会議 (WEB)
3月 29日 0 連盟 :倫理委員会 (WEB)
3月 31日 (日)連盟 :理事会 (WEB)

☆連盟 :研修委員会(WEB)2回 (11′ 13,2/14)

☆連盟 :オンライン交流会 1回 (10′4)

☆連盟 :統計システム事業委員会 (WEB)3回
(10/16,12′ 18,3′ 4)

☆連盟 :団体誌プロジェクトチーム(WEB)3回
(10/25,11/14,3/13)

☆連盟 :養成研修共通テキストプロジェクトチーム4回

(10/3,11/7,11/28,1′ 17)  ・
☆毎月第2土曜日 運営委員会
毎月10日 に自殺予防フリーダイヤル(24時間)実施

足利 :9:00～ 21:00(6時 間)実施
毎日フリーダイヤル(16:00～ 21:00)適宜実施
毎月第 1・ 第3土曜日に自死遺族支援「わかちあいの会
『こもれび』」開催

小山市 :隔月第3火曜日「自死遺族の会」ファシリテー

ター2名派遣

☆ 40期生募集説明会 8回実施
宇都宮 (11′ 18,12/16)・ 日光 (12′ 12)・ 大田原 (11ノ9).

栃木 (12/9)・ 鹿沼 (11/25)。 足利 (12/16,12/17)

この機関紙は、赤い羽根

共同募金助成金|こより

発行しています。
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大切な人客

自死によってなくされた方∧

その特レ1亡 わわ`ちあえる場所お
｀
あります。

｀
珈 鳩,蜀勒 畿・5il颯・地予 勒 ,`あ

.褥
彎 轄

大阪・関西万博の開幕ま

で 1年 を切った。博覧会と
いえば、 ちょうど40年前に
「`84とちぎ博」に行った

のを思い出す。当時世に出始めたテレホンカードをお土

産に買ったことだけは、薄れている記憶の中でもはっき

りと覚えている。そのテレホンカードも、今では使い方

を知らない人が増えてきたそうだ。時代の流れを感じざ

るを得ない。今から40年後、スマホも時代遅れになって

るかも。どんな世の中になっているのか、早く見てみた

くないですか。 (T.S.)

-8-

囃

**,@**,e&%,

編集メモ


